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 第４章では、公的サ－ビスに係る CO2 排出の低減対策を検討する際の一例として、一般廃棄物の
分別数と収集過程からの CO2 排出量との関係を解析した。我が国の廃棄物の減量対策として一般廃
棄物の分別収集とそれを前提としたリサイクルが全国の地方公共団体で進められているが、この分別
数の増加と収集過程からの CO2 排出量の低減が競合的な関係にあることから、最も合理的な環境保
全対策を探ろうとする試みのひとつである。鳥取県の東部地域の人口低密なモデル地域で解析をおこ
ない、現行の収集システムを条件設定した場合、分別数を増やすとそれに伴ってほぼ１次的に収集運
搬と選別の過程から排出される CO2 の量が増加するケ－スや６分別あたりまでは増加せずその後急
激に増加するケ－スなど地域の状況により異なった傾向を示した。 
  
 
